

























「（教会の） 交唱聖歌」と二重語である。語源はギリシア語  
で、形容詞  の中性複数形である。この形容詞は、接頭辞  







































































































れるようになる。年に書かれた の  	  
 には“	
 ”の注として“ 	 	 
	
	 	 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  （	 コーラス）
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  （ カード、策、試合） 	 





















	   「（持ち札を卓上に出して）手を見せる、計画を公開する、
種を明かす」である。	   	 「正確に要領よく話す」はシェイ
クスピアのハムレットが初出である。	 	    は「持ち札を
投げ出す、計画を放棄する、敗北を認める」ことである。
世紀中ごろから が「目的を達成するための確実な手段」を意味
するようになり、	   	  「取って置きの手を用いる」や	
     「奥の手がある」が生まれる。また、年に
「政治的優位のため北アイルランドのプロテスタントの心情に訴える」と言

















































































































 （ スモモ） 	 















































   
 （『ヘンリー四世第一部』の第幕第場におけるの台詞の中
で	 「売春婦」が使われている。
         	
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     !"
# $%  "& '  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「刑罰」や、    「違反すればの刑罰に処するとして」
「の制裁される条件で」という句には初期の意味が保持されている。世
紀の終わりから世紀にかけて精神的・肉体的に傷を受けて感じる「苦しみ」
の意味が加わる。初めは罰として課せられる「苦しみ」を指していたが、一
般化された「苦しみ」になったものである。さらに、特殊化によって「肉体
的な苦痛」「陣痛の苦しみ（現在では複数形で）」や、「精神的苦しみ」「悲し
み」を意味するようになる。同じ時期に「何かを成し遂げるための苦労、努
力」の意味が加わり、何かをしようと「骨折っている」の意味の 

や  （）
 また（	
）
 「骨折り賃に」「骨折り
がいもなく」、
  
「骨を惜しまず...をする」などの句が生まれた。
 	
（ 聖職者、司祭）	 	
（ 長老、（監督教会の）司祭 ）

と
の語源は、ギリシア語 「年上の（者）」の比較級
形である 	「年長の、長老」である。は、このギリシア
語は「前の」と 	「牛」から成る複合語で、もともとの意味は「家畜
を牧する者」であり、この複合語はサンスクリット語にも見出せ「群れの長」
を意味していると、指摘している。新約聖書で用いられているギリシア語
 	が後期ラテン語に	
「長老、司祭、聖職者」として取り
入れられた。世紀ごろの初期キリスト教会では、礼拝の集会は




 
によって執り行われていた。
の仕事が増大するにし
たがって、一部秘蹟を執り行う任務などの多くの仕事を
にゆだねて
いた。
ラテン語訳のヴルガタ聖書では 	は と翻訳され
－57－
ているが、例外的にが、『使徒行録』章節「各教会に長老を立
て」と章節「使徒と長老たちに尋ねた」『テモテへの前の手紙』章
節「よく支配する長老たちは、二重の誉れを受けるねうちがある。」、節
「二人か三人の承認がなければ、長老にたいする訴えを受けるな」、『ティト
への手紙』章節「すべての町に長老を立てさせるためであった」、『ヤコボ
の手紙』章節「あなたたちのうちに病気の人があるなら、その人は教会
の長老たちを呼べ」において用いられている。	世紀から世紀にかけてギ
リシア語から英語に翻訳された聖書は基本的には

（）と訳されている。
しかし、欽定訳聖書の『ティモテオへの前の手紙』第章第節（第節）に
おいては

が用いられ、レーンス新約聖書ではヴルガタ聖書で
と訳された箇所は
が用いられている。
は、古英語期に、ラテン語から俗ラテン語※を経て、
 	
「キリスト教の司祭」で借入された。中英語では、 	
はと綴
られるようになり、	世紀には
となった。ラテン語においては、

がギリシア語 「神官、司祭」に対応する語として、神々に生贄を
捧げる「神官、司祭」の意味で用いられていた。聖書の翻訳において「ユダ
ヤ教の司祭」の意味で使われ、やがて「キリスト教の司祭」にまで意味が広
がりと同じ意味を持つようになっていた。この
が古英語に
として取り入れられ、異教ないしはユダヤ教の司祭を指す語となって
いた。しかし、古英語期末には、使われなくなり
がの意味も吸
収することになった。しかし、今でも
「司祭職、聖職者の職務」

「祭司主義（神と人との仲立ちとしての祭司の権能を重視する）」
などの語は残っている。ちなみに、ラテン語
の語幹からは、英語の

「神聖な」や 
「犠牲」などが派生している。
英語のは、	世紀にラテン語から「キリスト教会の長老」
の意味で教会の地位階級を表す公式語として借入された。カルヴァン主義に
基づいて長老が支配する長老派教会（

 
）では、俗人で
ある長老の発言権が重視されたためこの名称がついた。長老派教会では司祭
は
（ 
）と呼ばれている。長老派教会は	世紀に  !
によってジュネーブの教会において始まり、その後オランダやスコットラン
ドに広がり、アメリカの中西部から南部にかけて強い影響力を保っている。
